
橿原市議会

第２回議会報告会
― 議会を、もっと身近に。 ―

開催日:令和8年7月18日(土)10時00分〜 会 場:すみれホール

画像貼付位置(橿原市・議場などの横長画像)
(横長・目安 10:3)
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本日の流れ

01 開会・あいさつ

02

03 各常任委員会報告

04 意見交換

閉会・アンケートのお願い
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05

予算特別委員会報告
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予算特別委員会

市の予算をチェックする委員会
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物価高騰給付金
財政計画
LPガス・カプコン契約
商工会館土地賃借料訴訟
市債 (市の借金)
議会タブレット端末
職員メンタルヘルス
五井町し尿処理場用地への企業誘致
JR畝傍駅保存活用
企業版ふるさと納税
本庁舎建設
30年後のグランドデザイン
カンデオホテルのインバウンド率
アリーナよこ四条東池の活用
メディアプロモーション事業

がん治療
休日夜間応急診療
運動公園温水プール体育館残土処理
農政いちご等
起業・創業支援
世界遺産:商品開発:観光パンフレット
八木中学改修 橋梁改修
市営住宅改修計画
災害備蓄
郷土教育
授業支援
学習支援
不登校
院内学級
シルバー人材センター草刈り契約
文化財発掘職員育成
子ども科学館万葉ホールなど改修
文化芸術 金春流の能楽
給食アレルギー
マイナンバー保険証に短期資格無し
特定健診
介護職員の処遇改善手当て

女性会議 (私スタイル)
デジタル人材育成
デジタル窓口は3年後
中学部活の地域移行
防犯
デマンドタクシー
飛鳥向きのバス
移住
市民窓口業務委託
デジタル選挙
障がい児難聴支援
介護
こども食堂
病児保育
物価高と生活保護
不妊治療
健康診断



02
総務常任委員会

市の運営や防災、税金などを幅広く審査する委員会
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出典:○○○○
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03
厚生常任委員会

福祉・子育て・医療・健康など
市民の暮らしに関わることを審査する委員会
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※画面はイメージです



世界遺産登録の推進

12

【世界遺産登録推進課】

拡充

新規

事業の目的と概要

令和８年７月の世界文化遺産登録が予定されている「飛鳥・藤原の宮都」の解説
の充実と、受け入れ環境の整備を実施し、多くの人にその価値と魅力を発信しま
す。

69, 368千円

世界遺産解説促進業務：30,000千円

令和７年度末に公開の世界遺産解説アプリに、本薬師寺跡の解説コンテンツ
を追加します。

世界遺産構成資産解説板設置事業：5,000千円

世界遺産の解説板を作製し、藤原宮跡、本薬師寺跡、菖蒲池古墳に設置します。

新規 藤原京跡トイレ設置事業：30,922千円

令和７年度に供用を開始した朱雀大路跡西駐車場の周辺地に、多目的用を含めた
トイレを設置し、来訪者の利便性の向上を図ります。

新規 藤原京資料室解説拡充事業：3,446千円

橿原市藤原京資料室において、世界遺産「飛鳥・藤原の宮都」の説明展示
や、映像室の新設を行います。

アプリを活用した
世界遺産の解説

世界遺産の価値を伝える中核
施設「藤原京資料室」の充実

歴史的資産の活用と賑わいのまちづくり



歴史的資産の活用と賑わいのまちづくり

「飛鳥・藤原の宮都」世界遺産登録への歩み
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H18.11
奈良県・橿原市・桜井市・明日香村

「飛鳥・藤原」28資産を世界遺産暫定一覧へ提案

▼

H19.1
文化庁が名称変更
「飛鳥 ・ 藤原の宮都とその関連資産群」に変更
暫定一覧記載決定

▼

H19.6
ユネスコ世界遺産委員会

世界遺産暫定一覧への追加記載決定

▼

H19.10
世界遺産「飛鳥・藤原」登録推進協議会設立

奈良県・橿原市・桜井市・明日香村が連携

▼

H24.10
構成資産を28→20件に変更

登録推進協議会で資産数を整理・再編

▼

R2〜R4
推薦書（素案）を文化庁へ提出

R2.3、R3.3、R4.6と繰り返し提出・改良

▼
R5.8

R6.4
推薦書（素案）を文化庁へ提出

最新版の推薦書を提出

▼

R6.9
文化庁文化審議会答申
名称を「飛鳥・藤原の宮都」に変更、
国内推薦候補に選定

▼

R7.1
閣議了解
19の構成資産による「飛鳥・藤原の宮都」を
ユネスコへ推薦書提出

▼

R7.6
橿原市 世界遺産条例制定

市独自の保護・活用条例を制定

▼

R7.9
イコモス現地調査

国際記念物遺跡会議による現地調査を実施

▼

R8.6
イコモス「記載」勧告

世界遺産登録に向けた「勧告」

▼

構成資産を20→22件に変更

大和三山を個々にカウント（大和三山1件→3件）

R8.7/19
〜29

第48回ユネスコ世界遺産委員会（韓国・釜山）

「飛鳥・藤原の宮都」世界文化遺産登録予定！

令和８年7月 世界遺産登録（予定）！

R5.8

世界遺産登録はゴールではなく、新たなスタートです！
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AR（拡張現実）モード

現地で往時の建物を重ねて表示

VR（仮想現実）モード

どこからでも世界遺産を体験

音声ガイド付き

解説ナレーションで深く学習

世界遺産解説促進業務 「本薬師寺跡」の解説コンテンツを追加拡充

スマートフォンで現地にいながらVR体験！
藤原宮跡の現地でアプリを起動すると、世界遺産が
復元映像で出現

図は既存の大極殿のVRイメージです

新規 藤原京跡トイレ設置事業

令和７年度に供用を開始した朱雀大路跡西駐車場の周辺地に、

多目的用を含めたトイレを設置し、来訪者の利便性の向上を図ります。

拡充

西駐車場
（既設）

東駐車場
（既設）



04
文教常任委員会

学校教育や文化、スポーツなどについて審査する委員会
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05
建設常任委員会

道路・公園・住宅・上下水道など、
まちづくりに関わることを審査する委員会
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ＡＩデマンドタクシーの運行
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【都市計画課】
事業の目的と概要

真菅地区において、地域住民の主体的な取組みを支援し、持続可能な新しい公共交通を確保するため、令和５年度から

令和７年度まで乗合タクシーの実証実験を行いました。

令和８年度は、令和７年度に実証実験を実施した運行エリアにおいて、ＡＩデマンドタクシー「のるーと橿原ますが号」

の本格運行を行います。

9,810千円

安心・安全・快適な生活の実現
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畝傍駅駅舎と駅周辺の再整備
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【市街地整備課】
事業の目的と概要

重厚な社寺風建築物としての佇まいや貴賓室を有する鉄道駅として、市を象徴する誇るべき建築物である畝傍駅の
駅舎と駅周辺の活用検討を進めています。

237,348千円

・設計業務等 74,866千円

・測量調査業務 5,282千円

・用地購入費 157,200千円

令和７年度は、過年度に実施した駅舎及び駅周辺の活用
提案募集にて選定された事業者と協議・交渉を行い、事業
化の可能性を検討しました。

令和８年度は、駅舎改修や駅前広場整備に向けて、
設計・測量調査・用地取得を行います。

また、西日本旅客鉄道㈱や事業者と協議を継続し、
令和１０年度の事業開始を目指します。

整備後のイメージ

歴史的資産の活用と賑わいのまちづくり

新規

新規

新規
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意見交換

皆さまのご意見をお聞かせください

本日のテーマ

予算について
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ご清聴ありがとうございました
議会を、もっと身近に。

お問い合わせ

橿原市議会事務局
アンケートQR

貼付位置

アンケートはこちら！
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